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 「お寺さんもなかなかやるなあ！！」 

                   杉浦 眞喜子 

 11 月 14 日、なかのしまクラブの 11 月第 1 例会、國友

会長のお着物姿に秋の深まりを感じつつ、秋色のお食事に舌

鼓を打って、本日のメインプログラムへと移っていきました。

国子克樹氏の卓話「おてらおやつクラブ」です。                                                                

 佛迎山光傳寺の副住職の国子氏、いらっした時はかっこい

いスーツ姿でしたが、お話くださる時は、ちゃんと袈裟姿、

こっちもちょっと襟を正して伺わなければ・・と。まずは「貧

困問題」、「絶対貧困」と「相対貧困」、貧困＝貧乏＋孤立・・

などの総論の後、実際の「おてらおやつクラブ」のことに。

お寺に集まる仏さまやご先祖への「おそなえ」を、仏さまか

     例会当番（B）    受付当番（A）           

らの「おさがり」として頂いて、それをみんな（支援を必要

とするこどもやその家庭）に「おすそわけ」、というのが基

本的な考え方で、実際には、お寺とこどもや家庭の間には、

「支援団体」が入って的確な支援につなげていくという。そ

んな仕組みの中心に「おてらおやつクラブ」があり、そこが

マネージメントをして

いて、各お寺、支援団

体両方が「おてらおや

つクラブ」に登録し、

なるべく近くのお寺と

支援団体が共に働ける 

 

11 月 統 計 

第１例会出席者数 例会出席率 B F 統 計 

メンバー  14 名 出席者  14 名 日本     40ｇ  累計 1,618ｇ 
ビジター   3 名 メイキャップ 2 名 外国     0ｇ  累計  1,145ｇ 
ゲスト   2 名 合   計  16 名 現金 円    累計 円 
コメット １名 在籍者  20 名 提供者：今井、國友、瀬島、藤好         

武井 合   計  20 名 出席率   80 ％ 
     吉田、吉岡 

12 月第１例会プログラム 
 

日時：2018 年 12 月 12 日（水） 18:30～20:30 

場所：ホテルグランヴィア大阪 

 

               司会  大岸 弘子 

 １. 開会点鐘         國友 朝子会長 

 2. ワイズソング 

 3. 聖句朗読          山佐 亜津子 

 4. ゲスト・ビジター紹介    國友 朝子会長 

 ５. 連絡・報告・ニュース 

 ６. 食前感謝＆食事 

 ７. 卓話「聞くとみるとは大違い 

          - イスラエル」 

    水野 充弘さん（京都トゥービークラブ） 

 ８. お誕生祝い 

 9. ニコニコ献金        ドライバー 

10. YMCA の歌 

11. 閉会点鐘          國友 朝子会長 

 

聖書のことば 

 マリアは言った。「わたしの魂は主をあがめ、わたし

の霊は救い主である神を喜びたたえます。身分の低い、

この主のはしためにも目を留めてくださったからです。

今から後、いつの世の人もわたしを幸いな者と言うでし

ょう、力ある方が、わたしに偉大なことをなさいました

から。その御名は尊く、その憐れみは代々に限りなく、

主を畏れる者に及びます。」 

      ルカによる福音書 １章 46～50 節 

                         選者 山佐 亜津子 

  

  
 

 

11 月例会報告 

MOTTOES (2018-2019) 
国際会長主題 ：“Yes, we can change”「私たちは変えられる」 
アジア会長主題：“Action！”「アクション！」 
西日本区理事主題：“Let’s Protect and Cultivate What Should Be Passed on to the Future” 

         「未来に残すべきものを守り育てる」 
中西部部長主題：「次代につなぐ夢と希望」 
クラブ会長主題：“With You”「あなたと一緒に」 

 



 

 

ように、マッチングされ、実際にこどもや家庭に「おさがり」

が届く。「おさがり」として贈られるものには、必ずメッセ

ージが書かれたカバーレターがつけられて、それが受け取る

こども、家庭への励ましとなり、陥りがちな「孤立感」の解

消につながる・・とのお話しがあり、子どもたちや親からの

お礼の手紙なども披露されました。 

 「うーん！、お寺さんもなかなかやるなあ」が率直な感想

です。何となく抹香臭くて、暗いイメージ（なんて思ってい

るのは私だけ？）のお寺が、こんな素敵なそしてシステマテ

ィックな働きをしているこ

とを知ることができました。

そして、この「おてらおや

つクラブ」は、2018 年度

グッドデザイン大賞を受賞

されたとのこと、これはこの働きの「仕組み」に対する賞だ

ったとのこと、とっても納得でした。 

 静かに、しかししっかりと語られる国子さんのお話しに、

聞き入り、感心し、感動した夕べでした。 

               

                            ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

 

 

               大橋 昌美 
 2018 年 10 月 20 日(土)、阪急六甲駅に降りるとパラパ

ラと雨が降っていて少し心配でしたが、六甲山 YMCA に着

くと天気も良くなり、楽しい交流の一日が始まりました。 

今回の YYY フォーラムでは六甲山 YMCA で大阪 YMCA

国際専門学校の留学生とワイズのみなさんと共にお掃除ワー

クと交流プログラムを行いました。参加者は留学生が 34 名、

ワイズ 19 名、スタッフ 7 名で、あまりに参加を希望する留

学生が多く、無理を言って希望者全員を参加させていただき

ました。 

最初に 6 つのグループに分かれて自己紹介を行い、今日

一日このグループで行動を共にすることが確認され、作業

がはじまりました。台風の被害で散乱した木々の撤去作業

をしたり、ベンチに防腐剤を刷毛で塗ったり、土を運んだり

と様々な作業をみんなで協力して行いました。留学生の若い

力とワイズのみなさんの知恵のおかげで作業ははかどり、無

事に午前の作業は終わりました。 

 午後からは、小川総主事のお話からはじまり、みんな真剣

なまなざしで耳を傾けていました。その後はグループごとに

好きな場所に出かけておしゃべりタイムです。それぞれがい

ろんな話をして過ごしていました。日がだんだん沈みかけた

ころから、お待ちかねのバーベキューです。全員が楽しみな

がらモリモリと美味

しそうに味わってい

ました。 

「共に働き、共に

語らい、共に食べ、

お互いを知り、とも

に歩んでいく喜びを

実感する」というフ

ォーラムの目的をとても感じることのできた一日でした。

 
 
   土佐堀カーニバル頑張りました！
 

              生雲 文枝 
 11 月 3 日（祝・土）、とさぼりカーニバルに参加しました。

というより、なかのしまクラブのメンバーはいつもの大阪

YMCA 会館、7 階でバザーを開催しました。お客様は顔なじ

みのワイズのメンバーですが、たまにお会いし、おしゃべり

をするのも嬉しいものです。 

12 時になって、私は國友会長と食事に行きました。エコ

運動としての my 食器も普及してきたように思われました。

ただ、食事のメニューがもう少し多かったらなと、人気のあ

る屋台は長蛇の列でしたから。あと、いつものぞく PTA バ

ザー、大阪土佐堀クラブの海産物販売店に行き、うるめ丸干

やちりめんじゃこを買いました。 

いろいろ見てい

たら、あっという

間に時間が経って

抽選会の時間にな

りました。今井さ

んや江見さんに抽

選券をお預けして、

抽選会場には行かなかったのですが、なかのしまのメンバー

は何も当たらなかったみたいです。景品は USJ ペアチケッ

トや、うなぎ「柴藤」お食事券等、豪華なものもあったよう

で残念！あとでパンフレットを見たら、人形劇団クラルテも

来ていたみたいで、ちょっと覗いてみたかったと思いました。 

でも、バザーの売り上げも 25,000 円位あり、和気あいあ

いの楽しい１日となりました。朝早くから準備をして下さっ

た Y サ委員の方々、参加者の皆さん、ご苦労さまでした。 

 

 

 

                 國友 朝子 
 11 月 10 日（土）大阪 YMCA 会館に於いて大阪クラブ

90周年記念例会が開催されました。大阪クラブは1928年、

奈良傅主事によって日本で最初にチャーターされたクラブで

す。加盟認証されたこの YMCA 会館で 90 周年を祝うこと

は、大勢のワイズメンにとって大変感慨深いものがあるので

はないでしょうか。当日の出席者の多くがワイズ活動をリー

ドしてこられ、また現在もリードしておられる方々であるこ

とが、ワイズ歴たった 22 年の私などにこの 90 年という歳

中西部 YYY フォーラム 
     楽しんだよね！ 
   

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

 

大阪クラブ 90 周年記念例会に参加して 



 

 

月の重みを感じさせるところです。 

 式典の部では田中博之アジア太平洋地域会長はじめとして

いくつかの挨拶がありましたが、印象に残ったのは小川健一

郎大阪 YMCA 総主事の言葉でした。曰く「90 年を迎えて後

のYMCAとワイズの次の一歩は、一緒に次の夢を見ること。」

とてもシンプルだけれども私たちの心に強く訴える言葉では

ないでしょうか。 

一緒に次の夢を見る・・・YMCA とワイズが生き生きと一

緒に活動していること、子ども達、若者達、年配者たちが混

じり合って。何かわくわくするイメージが湧いてきません

か！  眠ってしまうかと思ったらさにあらず、すごく面白かっ

た！フェルミのパラドックスから私が察するに、我々は滅び

の道をまっしぐら、ですね。そうすると私たちの次の夢は？？ 

 

○○○の頃の私 

    「50 年前頃の私」 

                  江見 淑子 
 50 年前というと 22 歳。大学 4 年生でしょうか。自治

会の大学祭実行委員長をしたりして生涯で一番忙しい時

だとその時は思っていました。でも何が忙しいと言っても

20 台前半は恋の季節としての思い出ばかりです。高校 2

年に大阪教会で洗礼をうけたのですが、家族、親族にキリ

スト教の影はありません。進路を決める時「聖書の勉強が

必要」と思い、聖和女子大学キリスト教教育学科に進学し

ました。その学校は教会で働く人を養成する所でした。3

年生になると、教会実習があり、毎週箕面教会に出かけ、

教会学校の奉仕を中心に、教会全般の空気を学びました。

その時代は子どもが多く、教会全体が欧米の教育メソッド

に学んでいました。教会学校の私のクラスに助手が付きま

した。助手は後に夫となる江見昭彦です。洗礼を受けたば

かりでした。教会学校クラスの終わりに「では江見先生に

お祈りしていただきます」というと、沈黙が続き「卒倒し

たのか」と危ぶみました。夏休みには活動全部を頼んでい

たのに、遅刻のみならず、朝「先生来ない」と子どもが家

まで起しに来る始末です。そして青年会の活動に加わりま

した。教会は政治・社会の話が盛んな時で。読書会や子供

の塾などもしていました。昭彦の何に興味を持ったかです

が「文書の読み取りが深い」と思えたことでした。文通が

始まり、結婚までに約 300 通になっていました。2016

年の夏に大病をして、手術の前に中学の時からの日記、思

い出深い資料、手紙、写真アルバムと共に処分しました。

大きなゴミ袋 7 つを捨てる時、若く苦しかった日々を眺め

直しました。20 歳の記念写真を撮りに行きました。その

頃、「恋人はすべての価値の基準になる」と社会学の先生

が講義のついでに言われました。今ならホントかなと思う

ところですが、20 歳の私は何をしていても彼と一緒に世

界を体験していて「ああ、わたしはこの人と出会うために

生まれたのだ」と思って疑いませんでした。結婚の申し込

みを受諾したのは 20 歳でした。頭の上で鐘がにぎやかに

鳴り響き、最初の任地・沖縄に赴きました。その後、恋の

錯覚と無知に翻弄されましたが、50 年共に暮らし、穏や

かとは言えない日常を送っています。何よりの予想外は良

い父になり、良いおじいちゃんになったことです。いろん

なことを許しそうになっていますが、生まれ変わっても

「私を探さないで」と言いたい 72 歳です。 

 

  ◇12 月お誕生日の方◇ Happy Birthday 

  藤好 基子 11 日     大岸 弘子 13 日 

  山佐亜津子 13 日     藤井 弥生 28 日 

懇親会の後、

京都大学宇宙

物理学研究室

の佐々木貴教

先生の「系外

惑星に第２の

地球を探す」

という講演。 

 
私と YMCA 【6】 

大岸 弘子 
 
      - Y’s メンに 2 - 

 大阪なかのしまワイズメンズクラブの記念誌「わたした

ちの 5 年」に私は歩みを振り返り“奉仕の業を続けられ

るように”と書いています。「それからの 5 年」誌では“ど

うにか繋がっている”とあります。この年月の流れに、身

辺環境は夫の他界から早いテンポで変動しています。状況

変化に不安定課題多く、ワイズ活動に迷いがありました。

この頃「ミャンマー支援」のために寄せられた「縫製材料」

を届ける「ミャンマーツアー」にメンバー、ゲスト 12 名

の皆さんと参加し、初めての海外見聞は次に広がる体験と

なったことは忘れることができません。 

 15 周年記念会は東日本大震災支援に TOF 例会とし、

ゲスト池田勝一さんの卓話「本当の隣人になるために」は、

今後の活動に深く考えることができました。その後の中西

部活動に江見淑子部長キャビネットに携わり「わいわい祭

り」を開催し、協働、成果に感謝して収益を盛岡 YMCA

に献金できました。 

 お見事！な記念誌「なかのしまの 20 年」誌に私は“何

んだってワイズ”と書きました。喜びや痛みを話し合うワ

イズメンと活動できることは幸せなことと実感していま

す。 

 「長寿社会をどう生きるの」YMCA2017 年世代間交

流グラン・チャ・プロジェクトに参加、若い人の価値観、

方向性など垣間見、シニアの人生体験談に刺激を受けまし

た。幼年から高齢者まで“ふれあい”の場として YMCA

の働きが継続されるよう望みます。 

 60 年前入職時に手にしたバッチ「正章」に刻まれてい

る聖句（JOHN 17:21）“これ皆一つとならんが為なり”

は私の土台であり、育てみちびいていただきました。有難

うございました。 

 

 

 

 



 

 

 

〈 

11 月のニコニコ献金は，全額「おてらおやつクラブ」へ 

献金させて頂きました。 

 

   〈ニコニコメッセージ〉― 11 月例会 ― 

☆ おやつの輪が広がることを願います。   

                       （おてらおやつクラブ 国子克樹） 

☆ 久しぶりに例会に参加させていただきました。来年の中西

部合同新年会にご参加ください。 

                     （大阪センテニアルクラブ 大村肇） 

☆ 「おてらおやつクラブ」すばらしい活動の卓話、ありがと

うございました。      （大阪土佐堀クラブ 工藤義正） 

☆ いつも暖かく迎えて下さりありがとうございます。今日も

たくさん笑い素敵なひとときになりましたことに感謝い

たします。   （大阪YMCA英語幼児園土佐堀園 林貴子） 

☆ いつもながら明るく賑やかな「なかのしま」の例会に参加

でき「元気」な空気を楽しんでいます。感謝。 

                   （大阪センテニアルクラブ 山田孝彦） 

☆ 「おてらおやつくらぶ」がもっと世間に周知されればいい

ですね。宗派を超えての活動というのが素晴らしいと思い

ます。                                      （生雲） 

☆ 大阪公会堂で講演会があり楽しんだ後、バラ園に寄り、ま

だ咲き残った花で癒やされました。みんなで行ってからど

れ位か？ジャムつくりにご奉仕いただくメンバーの皆さ

まありがとうございます。                    （今井） 

☆ 夏に買った「バジル」の苗が成長し、今日やっと鉢に植え

替えできた。イタリアン料理に香りを楽しんでいます。 

                                               （大岸） 

☆ 様々なニュースを見ていると日本は思っているより貧富

の差はとてもあるように感じます。今回お話で聞いた活動

がもっと多くの人や地域に広がればといいなと思いまし

た。                                       （大橋） 

☆ お寺さんの活動を知って興味深かったです。他宗教のこと

を知らなさすぎることも思いました。          （江見） 

☆ 仏様は香りをいちばん、次にお花をお喜びになるとのこと。

ポルトガルの巡礼たちも大聖堂に到着したらお香でもて

なされるのでは？ 今の日本に各宗教の境をこえた活動

が広がればいいのに・・・と思います。        （國友） 

☆ 今週末、山田の米寿のお祝い会を、山田の子どもや孫一同

でしてくれることになっています。うれしいことです！た

のしみにしています。                       （杉浦） 

☆ いつも思うことは、月に一度でも、多くの姉妹とゲストと

の楽しい一時が送れることです。              （瀬島） 

☆ １０月第２例会日に国道４３号線でオートバイに追突さ

れました。きっと神様が、もう車の運転を辞めなさいとの

忠告だったのかしら（？）               （武井和子） 

☆ 土佐堀カーニバルに中井先生とあやちゃん、なかいくんが

来てくれてとてもうれしかったです。   （武井美帆） 

☆ 急に寒くなり 雨が降れば又一段と寒くなりました。紅葉

と思っていたら もう落ち葉になってきました。 皆様 

体調には気をつけましょう。                （藤井） 

☆ 「おてらおやつクラブ」の国子さんのお話は、どのような

仕組みで必要なご家庭へ届けられているかを知ることが

出来ました。グッドデザイン大賞受賞とは、公益財団法人

日本デザイン振興会も粋ですね。                （藤好） 

☆ 出席できてうれしかったです。                （松下） 

☆ 仏様のお供えが支援活動に役立っているのを知りました。

おてらおやつクラブがシステム化されたのは素晴らしい

ですね。                                     （吉岡） 

☆ 素敵な国子住職のプレゼンによって「おてらおやつくらぶ」

の運動が、宗派を超えて全国に広がることを祈っています。

まだまだ私たちが出来ること、しなければならないことは

沢山。耳が遠い・腰が痛い、なんて言ってられません。 

                          （吉田） 

          YMCAニュース 

★第 308 回早天祈祷会★ 

日時…2018年 12 月 21 日（金）7：30～8：30 

証し…李 在呟さん 

   （大阪 YMCA 国際専門学校 日本語学科 学生） 

場所…大阪ＹＭＣＡ会館 10 階チャペル 

★とさぼり YMCA クリスマスコンサート★ 

日時…2018 年 12 月 6 日(木)18:30～ 

場所…大阪 YMCA 会館 10 階チャペル 

出演…角地正直(テノール)、中井祥子(ソプラノ) 

入場料 1,000 円（ワンドリンク付） 

お問い合わせ…06-6459-1777(大阪 YMCA ランゲー

ジセンター) 

 

 

ニコニコ献金 11月 16,265 円 

        9 月第 2 例会報告抄 

日時：2018 年 9 月 19 日（木）18:30～20:30 

場所：大阪 YMCA・土佐堀会館 

出席者：16 名 

1. とさぼりカーニバルでのなかのしまバザー献金額は

25,850円となり、残ったものは、箕面豊能ノーリツ

障がい者支援センターへ提供したとの報告があった。 

2. YYYフォーラム収支おける 6,813 円の不足分を、

留学生支援としてなかのしまクラブから支出するこ

ととした。 

3. 11月例会のニコニコ献金16,265 円は 「おてらお

やつクラブ」に寄付することとした。  

4. プログラム委員より、後期プログラムの紹介があっ

た。 

5. 次々期理事より依頼のあった次々期地域奉仕・環境事

業主任を藤好基子さんに担っていただく件、全員一致

で承認した。 

 

  = お知らせ= 

◎ 工藤義正さんから郵送用切手を頂きました。感謝！ 

  
 

               

 
     編 集 後 記 

 秋の深まりと共に，紅葉が綺麗な季節です。ワイズの暦も前半

が終わり，後半に入りますね。前半は種をまく時，後半は穫り入

れの時です。さて，どんな収穫があるでしょう？ 


